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基準３ 教員及び教育支援者 

（１）観点ごとの分析 

観点３－１－①： 教育の目的を達成するために必要な一般科目担当教員が適切に配置されている

か。 

（観点に係る状況） 

 本校の一般科目担当教員は常勤２５人，非常勤２４人，計４９人で構成される（資料３－１－①－

１）。これは高等専門学校設置基準第６条の要件を満たすものである。また，本校の教育目標（前出

資料１－２－①－１）を達成するために必要な科目が配置され，それぞれに質の高い教員が配置され

ている。本校独自の工学基礎コース，１年時の混合学級及び２年時以降の学科の要請に対応するよう

教員配置が考慮されている。これらの内容は学校要覧（資料３－１－①－２，別添「学校要覧」８頁

～２３頁）において公表されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 教育課程の編成に照らして一般科目の教員は適切に配置されている。高等専門学校設置基準はもと

より本校の目的を達成すべく，高等専門学校の工学の専門性と全人教育が効果的に機能する状況にあ

る十分な質の教員が配置されている。 

 

（資料３－１－①－１） 

「一般科目担当教員の配置」 

一般科目担当教員の配置状況

自然系 人文系

科目名 常勤 非常勤 科目名 常勤 非常勤

数学 坪川武弘 梅木冨士夫 国語 前田安信 木村幹夫

長水壽寛 国村正子 大久保弦

宮田一郎 中村吉秀

中谷実伸 中国語 林文嫻

柳原祐治 法学 峯金弥士郎

井之上和代 倫理社会 森芳周

応用数学 朝倉相一 政治経済 廣重準四郎

工学基礎物理，太田泰雄 上田正紘 歴史 荻野繁春 松田友幸

北浦守 千葉明朗 地理 駒野與説

物理 岡本拓夫 鈴木茂雄 門井直哉

化学 山本裕之 福岡俊孝 政治・経済 金森洋司

生物 中野勇 音楽 石井美鶴

保健体育 島田茂 乾博美 美術 岩本宇司

小林秀紹 内藤嘉昭 ドイツ語 田中まり

山田孝禎 高野昭三 英語 小寺光雄 中島孝

三上肇 吉田三郎 澤田昌紀

人数計 14 11 森貞 上野敬子

原口治

瀬川直美

人数計 11 13
 

                （出典 学校要覧データ）
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観点３－１－②： 教育の目的を達成するために必要な各学科の専門科目担当教員が適切に配置さ

れているか。 

（観点に係る状況） 

 高等専門学校設置基準第６条及び本校の教育目標（前出資料１－２－①－１）に則り，機械，電気

電子，電子情報，物質工学及び環境都市の各学科は（資料３－１－②－１）に示す開講科目に対し，

適切な人数の専任及び非常勤の教員を配置している。また，ＪＡＢＥＥ認証に伴う技術者の養成を鑑

み，企業経験者の配置等を意識している。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育課程の編成に照らして学科の教員は適切に配置されている。教育課程は時代の要請に応じて適

宜見直され，適切なカリキュラムの構成がなされている。これに対する人員配置も，高等専門学校設

置基準はもとより本校の目的を達成すべく，そのカリキュラムの内容を専門とする教員が適切に配置

されている。 

 

 

観点３－１－③： 専攻科を設置している場合には，教育の目的を達成するために必要な専攻科の

授業科目担当教員が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 本校専攻科は，生産システム工学専攻及び環境システム工学専攻より構成され，学習・教育目標

（前出資料１－２－②－６，別添「学校要覧」冒頭）を掲げている。この目標を達成するために高等

専門学校設置基準第６条に則り，教員配置がなされている。また，ＪＡＢＥＥ認証の本校教育プログ

ラムの水準を満たすために選考基準（資料３－１－③－１）に則り，厳格かつ適切な配置がなされて

いる。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 教育課程の編成はもとより，学位授与及びＪＡＢＥＥ認定の水準を維持すべく，設定目標に即した

当該科目を担当する教員配置が適切に配置されている。 
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（資料３－１－③－１） 

「専攻科担当教員の選考に関する取扱い」 

  （出典 福井工業高等専門学校規則集）

（資料３－１－②－１） 

「学科ごとの専門科目担当教員の配置状況」 

（出典 学校要覧を改変）

学科ごとの専門科目担当教員の配置状況

機械工学科 電気電子工学科 電子情報工学科 物質工学科 環境都市工学科

科目名 常勤 科目名 常勤 科目名 常勤 科目名 常勤 科目名 常勤

材料科学 安丸尚樹 情報処理Ⅰ 米田知晃 ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ 蘆田昇 機能材料化学 加藤敏    ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学Ⅱ 阿部孝弘

材料学Ⅰ 情報処理Ⅱ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎Ⅱ   材料工学   都市工学設計製図Ⅲ 

材料学Ⅱ 電子工学Ⅱ 情報理論Ⅰ 野村保之   材料工学実験   ｺﾝｸﾘｰﾄ構造学Ⅰ 

機械製図Ⅱ 電子創造工学 電子情報工学実験Ⅱ   設計製図 コンピュータプログラミング 

自動制御 井上清一 機械工学概論Ⅰ 田中嘉津彦 計算機ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ   反応工学   都市工学設計製図Ⅰ 

システム工学 機械工学概論 情報理論Ⅱ   化学工学Ⅰ   環境保全工学 奥村充司

ロボット工学 情報通信工学Ⅰ 大久保茂 電気磁気学Ⅱ 藤原正敏   化学工学Ⅱ 環境衛生工学 

創造工学演習 電気回路演習 論理回路   物質工学実験Ⅲ   水理学Ⅱ 

機械設計製図Ⅲ 岡田将人 計測工学Ⅰ 前多信博 知識情報処理Ⅰ   環境科学 吉村忠與志 舗装工学 山田幹雄

メカトロニクス 加藤寛敬 計測工学Ⅱ 知識情報処理Ⅱ  計測制御 建設材料学 

機械工作法Ⅰ 電気回路Ⅲ 川本昂 電子回路Ⅰ 前川公男   卒業研究   測量学Ⅱ 

機械工作法Ⅱ 電力システムⅠ 電子回路Ⅱ   情報化学 構造力学Ⅰ 前島正彦 

機械工作実習Ⅱ 電気回路Ⅳ 卒業研究   物理化学Ⅱ 構造力学Ⅱ 

電子応用 吉崎保夫 電子応用工学 通信システム   生物機能化学 吉村芳武   応用力学  

機構学 電子材料 通信ネットワーク 量子化学 空間情報工学 辻子裕二

機械設計法 電気回路Ⅰ 新谷邦弘 数値解析 石川和彦   基礎材料化学   地盤工学Ⅰ 

創造工学演習 電気回路Ⅱ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ応用 斉藤徹   無機化学Ⅱ   地盤工学Ⅱ 

材料力学Ⅰ 阪口健一 電気機器 情報構造論   無機材料化学   都市工学実験実習Ⅲ 

材料力学Ⅱ 電気電子工学実験Ⅰ 山本幸男 電子情報工学実験Ⅳ   環境微生物学 高山勝己   都市工学設計製図Ⅱ 辻野和彦

材料力学Ⅲ 村中貴幸 電気材料 計算機構成論Ⅰ 青山義弘   生物工学実験   コンピュータ図学 

機械設計製図Ⅰ 電気磁気学Ⅱ 佐藤匡 計算機構成論Ⅱ 応用微生物学Ⅰ   海岸環境工学 田安正茂

機械設計製図Ⅱ 電気磁気学Ⅲ 電子情報工学実験Ⅴ   物理化学Ⅰ   数値解析 

知能機械演習 制御工学 電気磁気学Ⅰ 高久有一   放射線概論 小泉貞之 都市工学実験実習Ⅱ 

科学基礎 電気電子設計 電子情報工学実験Ⅲ 機器分析   環境都市工学演習 武井幸久

機械工学実験Ⅱ 田中嘉津彦 ディジタル技術 荒川正和 システム設計 下條雅史   物質工学実験Ⅰ   卒業研究 

振動工学 電気電子工学実験Ⅲ 情報数学Ⅰ   分析化学Ⅰ   地域都市計画 

生産技術演習 電子工学Ⅰ 情報数学Ⅱ   分析化学Ⅱ   環境都市計画論 

工業力学 情報処理ｼｽﾃﾑ論Ⅰ 原田望 電気回路Ⅰ 井上昭浩   生命科学 松井栄樹   計画数理学 

センサ工学 情報処理ｼｽﾃﾑ論Ⅱ 電気回路Ⅱ 工業英語   都市交通工学 

工学演習 電子回路Ⅰ 電子工学 生物化学Ⅰ   河川環境工学 廣部英一 

機械工学実験Ⅰ 工業英語 電子物性   合成化学 松井修一   水理学Ⅰ 

流体機械 藤田克志 電気電子工学実験Ⅳ C言語応用 西仁司   有機化学Ⅱ   都市工学実験実習Ⅳ 

流れ学Ⅰ 電気電子工学実験Ⅱ 丸山晃生 科目名 非常勤   有機材料化学   科目名 非常勤

流れ学Ⅱ 科目名 非常勤 制御工学 森幹男   生理学 上島晃智   応用測量学 井上一壽 

伝熱工学 芳賀正和 電気応用工学 清水正之 ｼｽﾃﾑ工学 小倉久和 生物化学Ⅱ   地震工学 小嶋啓介

機械計算力学 電気法規 ﾃﾞｨｼﾞﾀﾙ信号処理 谷口秀次  微生物学   橋工学 佐々木孝

熱力学 情報通信工学Ⅱ 梅田博之 電気回路Ⅲ 福間慎治 遺伝子工学 川村敏之   地盤防災工学 西野良生

Ｃ言語基礎 鈴木秀和 ｴﾈﾙｷﾞｰ伝送ｼｽﾃﾑⅡ 田渕博 ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ 樋口健 分子生物学   施工管理学 

Ｃ言語応用 宮川博晃 計算機ｱｰｷﾃｸﾁｬ 幡生安紀 無機化学Ⅰ 大嶋俊一   

科目名 非常勤 ﾊﾟﾜｰｴﾚｸﾄﾛﾆｸｽ 杉本英彦 電気化学 津田良弘   

電気工学 松木純也 電子回路Ⅱ 松田政信 品質管理     

電子工学 松田政信 機械工学概論Ⅱ 田中貞行 物質工学実験Ⅱ     

生産技術演習 伊坂篤美 有機化学Ⅰ     

埴將 情報ﾈｯﾄﾜｰｸ 平井惠子     

大西武夫 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ基礎     

熱機関 田中貞行 情報処理演習     

機械設計製図Ⅲ 科目名 非常勤     

基礎工学概論 倉 矢 憲 芳

仁 木 秀 明

生物反応工学 末   信一朗

寺 田    聡

化学工学Ⅰ 佐 藤 信 孝
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観点３－１－④： 学校の目的に応じて，教員組織の活動をより活発化するための適切な措置（例

えば，均衡ある年齢構成への配慮，教育経歴や実務経験への配慮等が考えられ

る。）が講じられているか。 

（観点に係る状況） 

 教育活動を適切に行うために，組織を構成する人員の特徴は考慮されるべきである。本校において

も高等専門学校設置基準に則り措置を講じている。年齢構成比率のパイチャート及び教員年齢構成一

覧表（資料３－１－④－１）からわかるように３０，４０，５０歳代の比率がほぼ等分され，５歳区

分の教員人数においても３０歳以降１０名前後で安定している。教員採用には年齢の均衡を図るため

の条件を提示している。  

  また，教員組織がより効果的に成立するよう，ＦＤ活動や以下の資料に示す優秀教員評価制度があ

る（資料３－１－④－２）。これらの現状は，本校ウェブページ及び教員総覧（冊子）にまとめられ

ている（資料３－１－④－３，資料３－１－④－４）。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 年齢構成は各学科等において若干の差異があるものの，各年代にわたってバランスのある構成にな

っている。学位取得状況，海外渡航状況及び文部科学省の各種研究員派遣状況の各数値に，これまで

教育・研究活動の活性化に取り組んできた実績が反映されている。 

 

（資料３－１－④－１） 

「教員年齢構成の一覧」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教員総覧より作図及び作表）

 合計

職階 25 30 35 40 45 50 55 60
教授 0 0 0 0 5 9 11 7 32
助教授 0 1 11 10 9 1 0 0 32
講師 0 6 2 0 0 0 0 0 8
助手 3 5 1 0 0 0 0 0 9
合計 3 12 14 10 14 10 11 8 81
注）数字は人数

年代

教員全体の年齢構成比率

20歳代
4%

30歳代
31%

40歳代
29%

50歳代
26%

60歳代
10%

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代
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学位取得状況

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平成7 平成8 平成9 平成10 平成11 平成12 平成13 平成14 平成15 平成16

学士

修士

博士

   

（資料３－１－④－３） 

「学位取得状況」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 教員総覧）

 

 

（資料３－１－④－２） 

「校長表彰規則」 

     

（出典 福井工業高等専門学校規則集）
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観点３－２－①： 教員の採用や昇格等に関する規定などが明確かつ適切に定められ，適切に運用

がなされているか。 

（観点に係る状況） 

 本校専任教員の任用等（採用・昇任）にあたっては，基本的に教育公務員特例法第１３条第２項，

教育公務員特例法施行令第３条及び人事に関する権限の委任等に関する規程第４条第１項の規定に基

づき行っている。本校専任教員の任用等（採用・昇任）に関しては，福井工業高等専門学校教員選考

規則（資料３－２－①－１）を制定し，当該規程により実施・運用している。また中途退職や定年退

職における教員の欠員補充で，認可を受けた教員採用計画以外の教員の採用についても，同規程によ

り実施・運用している。 

 その選考手続き及び選考基準の概要は，教員採用・昇任手続き（資料３－２－①－２～資料３－２

－①－４）の通りである。本校では任用等の審査に関し特に審査基準は制定していないが，任用教員

の審査については現行の規程において，「研究業績及び教育業績，教授能力の基準としては高等専門

学校設置基準に規定する教員の資格に準拠し，優れた人格及び見識を有し，かつ本学の建学の理念に

深い理解を有する者の内から選考する」と規定されていることを鑑み，教授能力の評価を複数の選考

員（推薦委員会委員）によって慎重に議論し，手続きを行っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料３－１－④－４） 

「教育経歴，実務経験を持つ者の任用状況」 

（出典 教員総覧より作図）
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（資料３－２－①－１） 

「福井工業高等専門学校規則集 第４章人事 第１編 規則・内規」 

○福井工業高等専門学校教員選考規則（平成 13 年 12 月 20 日 規則第 12 号） 

（趣旨） 

第１条 この規則は，教育公務員特例法（昭和 24 年法律第 1 号第 13 条第 2 項，教育公務員特例法施行令（昭和

24 年政令第 6 号）第 3 条及び人事に関する権限の委任等に関する規程（平成 13 文部科学省訓令第 3 号）第 4

条第 1 項の規程に基づき，福井工業高等専門学校（以下「本校」という。）における教授，助教授，講師及

び助手（以下「教員」という。）の採用及び昇任に係る選考手続きに関し必要な事項を定めるものとする。 

（選考基準） 

第２条 教員の選考基準は，高等専門学校設置基準（昭 36 年文部省令第 23 号）及び国立高等専門学校教員専攻

方針（昭和37年 3月 30日文部大臣裁定）の定めるところによる。 

（選考の発議） 

第３条 校長は，教員を採用し，又は昇任させようとするときは，必要に応じ当該教員が所属することとなる学

科又は一般科目教室（以下「学科等」という。）の主任の意見を聴取の上，その都度，次条に規定する推薦

委員会を設置し，候補者の推薦を求めるものとする。 

２ 前項の場合において，校長は，原則として公募を行い，これに応募した者の中から候補者の推薦を求める  

 ものとする。 

（推薦委員会） 

第４条 推薦委員会は，当該学科等の教授３名及びその他の学科等の教授２名の計５名の委員をもって構成す

る。 

２ 推薦委員会の委員長及び委員は，校長が指名する。 

（候補者の推薦） 

第５条 推薦委員会は，第２条に規定する選考基準に基づき審査の上，複数の候補者について推薦順位を付し，

候補者に係る次の資料を添えて校長に推薦するものとする。 

(1) 履歴書 

(2) 教育研究上の業績 

(3) 人格及び識見に関する意見 

２ 候補者が１名であるときは，推薦委員会は，その理由書を添付するものとする。 

（候補者の決定） 

第６条 校長は，推薦委員会から推薦された候補者の適否を決定し，その結果を推薦委員会に通知するものとす

る。 

２ 校長は，必要に応じ校外の学識経験者の意見を聴取するものとする。 

（非常勤講師の任用） 

第７条 非常勤講師を任用する場合は，第３条から第６条までの規定にかかわらず，当該学科等から推薦された

候補者について，別に定めるところにより校長が適否を決定する。 

     附則 

   この規則は，平成13年 12 月 20 日から施行する。 

（出典 福井工業高等専門学校規則集）

 

 

 

（資料３－２－①－２） 

「教員採用・昇任手続き一覧」 

（出典 福井工業高等専門学校規則集より作表） 

手 続 き 事 項 関 係 条 文 

任用等を希望する該当学科主任から校長に任用等の申し出 規則第３条 

校長から推薦委員会設置の協議 規則第３条 

推薦委員会の委員選出（当該学科教授３名その他の学科等の教授２名を選出） 規則第４条 

推薦委員会による任用等の審議及び候補者の推薦 規程第５条 

校長は任用候補者を決定 規則第６条 
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（資料３－２－①－３） 

「教員採用・昇任実績」 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課議事録より作表）

 

 

（資料３－２－①－４） 

（教員の採用及び昇任における推薦委員会への提出様式） 

（出典 庶務課資料）

 

Ｎｏ．１

教　授 ・

委 　員 教　授 ・

委 　員 教　授 ・

委 　員 教　授 ・

委 　員 教　授 ・

平成１７年　　月　　日

高等専門学校設置基準第　　　条第　　号

福井工業高等専門学校

（  学科・教室名  ） （  職    名  ）

（　学科・教室名　）

平成　　　年　　　月　　　日

上記のとおり推薦します。

推薦委員会委員長

　　選考の経緯及び選考理由

推  薦  委  員  会  報  告  書

氏　  　　　  名

選 考 年 月 日

審  査  資  格

教員資格審査
適  用  状  況

平成12年度 平成13年度 平成14年度 平成15年度 平成16年度

教授 1 1
助教授

講師 2 1
助手 3 5 1
教授 1 4 6 4
助教授 1 5 5 2 3
講師 1 1 4

注）数次は人数

採用

昇格
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（分析結果とその根拠理由） 

 教員の退職に伴う新規教員の採用等については，前述の規則・審査基準が適切に定められ，推薦委

員会を中心に適切に運用されてきた。これまで任用手続きには特に問題もなく，スムーズに教員の任

用がなされている。 

 

 

観点３－２－②： 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するための体制が整備され，

実際に評価が行われているか。 

（観点に係る状況） 

 本校では学校内部の自己点検・評価委員会規則（資料３－２－②－１）に則り，教育活動の評価及

び評価結果を改善策に結びつけるシステム（資料３－２－②－２）がある。 

 教員の教育活動に関する定期的な評価を適切に実施するために，本校では２つの体制を軸に整備し

ている。一つは学生による教育（授業）評価，もう一つは教員本人による教育（授業）自己評価であ

る。前者は教育活動，特に授業の改善は早くから個々の教員レベルで実施されてきたが，平成１４年

度から全ての授業を対象にアンケートを実施し（資料３－２－②－３），その結果を各教員に提示し，

コメントを求め，今後の課題を記述した報告書を作成し，公表している（資料３－２－②－４）。後

者は（資料３－２－②－５），（資料３－２－②－６）に示す内容を各教員に記入，提示させ，得点

化，校内ランキングを作成して公表し，フィードバックしている。 

 授業評価アンケートの結果の冊子及び教員の教育活動自己評価の結果をもとに，経年的な推移から

教育レベルの向上を図っている。主な企画として，公開授業を実施し，同僚教員を中心とした専門家

による評価を受け，質の向上を図っている。システムに参加する教員は，専門及び教科教育法の立場

から多面的な評価ができるよう配置され，教員のＦＤ活動としても重要である。半期に７名の教員が

公開授業を実施し，それぞれ５名の教員が評価及び討論をする。その結果は報告書の形で評価教員及

び委員会へ提出し，最終的に次時期授業アンケートの結果において改善の程度を検討する。このシス

テムにおいて１年間にほぼ全ての教員が参加する。以上の教育改善委員会を中心としたシステムの在

り方，さらに全校的な観点から教育システム評価委員会においても検討される。 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 本校における教員の教育活動の定期的な評価は，その体制が整備され，詳細な評価がなされている。

ただ，教員の教育活動の評価は様々な観点から行われるべきであり，その内容も今後常に改善されて

いく必要がある。 
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（資料３－２－②－２） 

「自己点検・評価委員会等の構成図」 

 

 

（出典 本校ホームページ）

（資料３－２－②－１） 

「自己点検・評価委員会規則」 

     

（出典 福井工業高等専門学校規則集）
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（資料３－２－②－３） 

「授業評価アンケート等の実施手順」 

 

（出典 教務委員会資料）

 

（資料３－２－②－４） 

「授業評価アンケート等の実施報告」 

学科： 物質工学科

学年： 4年

科目： 有機材料化学 （ 必修 2 単位 ）

番号 設問 平均 4 3 2 1 0

ｑ１ 私はこの授業の達成（到達）目標を理解していた 2 .9 2 11 3 0 0

ｑ２ 私はこの授業の予習，復習を十分に行った 2 .6 2 6 8 0 0

ｑ３ 私はこの授業に積極的に取り組んだ 2 .9 2 10 4 0 0

ｑ４ 黒板，OHPなどは見やすかった 2 .4 1 6 7 2 0

ｑ５ 演習問題や課題の量，内容は適切だった 2 .9 2 11 3 0 0

ｑ６ 教官の説明は良く聞き取れた 3 .1 2 13 1 0 0

ｑ７ 試験の内容，レベル（難易度）は適切である 2 .9 2 10 4 0 0

ｑ８ 実験の内容，レベル（難易度）は適切である 3 .0 0 1 0 0 15

ｑ９ 指導書は役に立った 3 .0 0 1 0 0 15

ｑ１０ 安全性は確保されていた 3 .0 0 1 0 0 15

ｑ１１ 内容に関心，興味をもった 3 .0 3 10 3 0 0

ｑ１２ 内容は理解できた 2 .9 2 10 4 0 0

ｑ１３ 内容はシラバスと一致していた 3 .4 6 10 0 0 0

ｑ１４ 教官の準備は良くなされていた 3 .3 4 12 0 0 0

ｑ１５ 教官は学生の理解度を把握していた 3 .3 5 11 0 0 0

ｑ１６ 教官は授業に熱心であると思った 3 .3 7 7 2 0 0

ｑ１７ この授業には総合的に満足である 3 .1 3 12 1 0 0

ｑ１８ この授業の目標を達成した 3 .0 2 12 2 0 0

4：強くそう思う　3：ややそう思う　2：あまり思わない　1：全く思わない　0：無回答

0% 50% 100%

強くそう思
う

ややそう
思う

あまり思
わない

全く思わな
い

無回答

 

【担当教員による分析、今後の課題】 

    小人数（２０人）の授業であるため、比較的集中度も高く、学生の総合的評価はほぼ及第点であった。 

しかし学生の予習・復習への取り組み、内容の理解度は満足的な結果ではない。 

    後期は高性能高分子や機能性高分子について各自一人ずつプレゼンテ－ション（予め前刷りを準備し、 

発表はＯＨＰ使用）を実施し、関心と興味を喚起したい。 

（出典 学生・教員授業達成度調査報告書）



福井工業高等専門学校 基準３ 
 

 38

（資料３－２－②－５） 

「教育活動に関する自己評価の状況」 

 

                      （出典 教育改善委員会資料）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料３－２－②－6） 

「教員の教育活動評価シート」 

 

（出典 教育改善委員会資料）
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観点３－３－①： 学校において編成された教育課程を展開するに必要な事務職員，技術職員等の

教育支援者が適切に配置されているか。 

（観点に係る状況） 

 教育課程を適切に展開するために，本校は（資料３－３－①－１）に示す事務職員及び技術職員が

配置されている。技術職員は教育研究支援センターの規則及び構成図（資料３－３－①－２～資料３

－３－①－３）に則り，機能的なシステム及び配置がなされている。 

 

（資料３－３－①－１） 

「事務組織図」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典 庶務課）

 

事務職員
所属1 所属2 職名 氏名

事務部 事務部長 事務部長 糸崎　喜一

庶務課 庶務課長 庶務課長 加藤　和人

庶務課 専門職員（企画調査担当） 専門職員（企画調査担当） 柴田　裕司

庶務課 専門職員（企画調査担当） 事務補佐員 林　綾子

庶務課 専門職員（事務情報化担当） 専門職員（事務情報化担当） 西野　正敏

庶務課 専門職員（事務情報化担当） 専門職員付情報処理主任 田中　好美

庶務課 庶務係 庶務係長 寺川　秀樹

庶務課 庶務係 庶務主任 高橋　利枝

庶務課 人事係 人事係長 石山　隆三

庶務課 人事係 人事主任 三好　敦子

庶務課 人事係 事務補佐員 奥村　ふじみ

庶務課 事務情報化推進室 室長（併） 西野　正敏

庶務課 事務情報化推進室 室員（併） 田中　好美

会計課 会計課長 会計課長 西川　岩雄

会計課 総務係 総務係長

会計課 総務係 予算主任 入澤　啓文

会計課 総務係 共済主任 中出　智美

会計課 用度係 用度係長 岡部　歌子

会計課 用度係 用度主任 山岸　春喜

会計課 用度係 契約主任 朝倉　奈苗

会計課 用度係 事務補佐員 山崎　真澄

会計課 出納係 出納係長 手塚  哲夫

会計課 出納係 経理主任 上田　紀章

会計課 出納係 一般職員 立花　健二

会計課 施設係 施設係長 吉田　清隆

会計課 施設係 技術職員 佐野　豪亮

学生課 学生課長 学生課長 長谷川　篤志

学生課 専門員（学務担当） 専門員（学務担当） 吉田　文男

学生課 教務係 教務係長 長谷川　雅則

学生課 教務係 入学試験主任 小林　利津子

学生課 教務係 一般職員 岩田　憲保

学生課 学生係 学生係長 松井　正隆

学生課 学生係 学生主任 田中　敏子

学生課 学生係 一般職員 酒井　友幸

学生課 学生係 看護師 大西　淑子

学生課 学生係 事務補佐員 竹内　佐斗子

学生課 寮務係 寮務係長 塚崎　卓美

学生課 寮務係 事務補佐員 土川　光枝

学生課 図書係 図書係長 山本　益示

学生課 図書係 図書系職員 三上　惠子

学生課 図書係 事務補佐員 青山　千鶴子

学生課 図書係 事務補佐員 栗田　まり

学生課 教育後援会 教育後援会 山田　陽子

技術職員
所属 職名 氏名

教育研究支援セン技術長 技術専門職員 三好　正行

第一技術班 班長 技術専門職員 孝久　和郎

第一技術班 技術専門職員 吉田　敏實

第一技術班 技術専門職員 藤沢　秀雄

第一技術班 技術専門職員 木村　操

第一技術班 技術専門職員 水嶌　宏和

第一技術班 技術専門職員 北川　浩和

第二技術班 班長 技術専門職員 三好　正行

第二技術班 技術専門職員 齋藤　弘一

第二技術班 技術専門職員 堀井　直宏

第二技術班 技術職員 清水　幹郎

第二技術班 技術職員 内藤　岳史

第三技術班 班長 技術専門職員 瀬戸川　城将

第三技術班 技術専門職員 荒木　俊幸

第三技術班 技術専門職員 野村　栄市

第三技術班 技術専門職員 坪川　茂

第三技術班 技術専門職員 片岡　裕一
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（資料３－３－①－２） 

「教育研究支援センター規則」 

 

 

福井工業高等専門学校教育研究支援センター規則 

(設置) 

第 1 条 福井工業高等専門学校（以下「本校」という。）に福井工業高等専門学校教育研究支援センター

（以下「センター」という。）を置く。 

（目的） 

第 2 条 センターは，本校において教育研究支援に携わる技術職員（以下「技術職員」という。）の技術

業務を組織的かつ効率的に行うとともに，その専門性を担保し，その職務の遂行に必要な能力及び資質の

向上を図り，もって本校における教育研究の支援業務を円滑に実施することを目的とする。 

（業務） 

第 3 条 センターは，次に掲げる業務を行う。 

（1） 教育研究支援のための基本計画の策定 

（2） 教育研究に対する技術支援 

（3） 技術職員の研修，技術発表会・講演会の企画及び実施 

（4） 教育研究関連機器の保守・管理・操作  

（5） 技術の継承及び保存 

（6） 技術資料の作成，保管及び提供 

（7） 所掌業務に係る調査統計及び報告に関すること。 

（8） その他本校における教育研究支援業務に関すること。 

（職員） 

第 5 条 センターに，次に掲げる職員を置く。 

（1） センター長 

（2） 技術長 

（3） 技術班長 

（4） 技術員 

（センター運営委員会） 

第 8 条 センターの円滑な運営を図るため，福井工業高等専門学校教育研究支援センター運営委員会（以

下「委員会」という。）を置く。 

2 委員会の組織及び運営に関し必要な事項は，別に定める。 

（雑則） 

第 9 条 この規則に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，校長が別に定める。 

 附則 

この規則は，平成 16 年４月１日から施行する。 

 

 

 

（出典 福井工業高等専門学校規則集）
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（分析結果とその根拠理由） 

 効率的な人員配置により，少ない人数ながらもレベルの高い事務が執り行われている。また，教育

活動についても，事務職員及び技術職員との連携がシステムレベル，ヒューマンリレイションレベル

において効果的に機能している。 

 

 

 

 

 

（資料３－３－①－３） 

「教育支援センター構成図」 

センター長 原田 　望

M 阪口健一

E 前多信博

EI 前川公男

C 吉村忠與志

B 武井幸久

自然系 朝倉相一

人文系 森　 芳周

情セ長 蘆田 　昇

地セ長 上島晃智

技術長 三好正行

技術班長 孝久和郎

技術班長 瀬戸川城将

技術専門職員
坪川 　茂

技術専門職員
水嶌宏和

技術専門職員
北川浩和

技術専門職員
齋藤弘一

技術専門職員
堀井直宏

技術職員
内藤岳史

技術専門職員
吉田敏實

技術専門職員
藤沢秀雄

技術専門職員
木村　操

第一技術班長
孝久和郎

福井工業高等専門学校教育研究支援センター組織図（平成１７年度）

技術専門職員
片岡裕一

センター運営委員会

センター長
原田　望

技術長
三好正行

第二技術班長
三好正行（兼）

技術職員
清水幹郎

技術専門職員
荒木俊幸

技術専門職員
野村栄市

第三技術班長
瀬戸川城将

 

                        （出典 ウェブページ）
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 本校の教員及び教育支援者に関する取り組みは，各種委員会によって様々な角度から検討されてい

る。学生アンケート等の見直し等，教育活動の現体制を通して明らかにされた種々の改善点は教育改

善・点検システムに則り適宜当該委員会にて検討され，見直されている。 

（改善を要する点） 

 様々な取り組みからわかるように改善に対する意欲は高い一方，システムとしては完成ではなく，

改善の余地が散見される。個人の裁量に委ねられていた部分を見直し，より良い教員及び教育支援者

の設置が継続的に実施される環境の整備が必要である。 

 

 

（３）基準３の自己評価の概要 

 本校の目的を達成するために，各教員の専門性を活かして一般科目教員・専門科目教員の各授業

の担当者を決めている。また，その授業内容と研究内容・業績の確認を行っている。専攻科を担当す

る教員も専攻科委員会が専門分野周辺の教員を選んで決めている。学校の目的を達成するために，企

業経験者の採用，技術士の採用を心がけている。また，教員活動をより活発化させるため，適正な年

齢構成を各学科・教室で講じている。 

教員の採用及び昇格に際しては，規則で明文化し，公募するなど適切な運営が行われている。さら

に，本校の教員及び教育支援者に関する取り組みは，高等専門学校設置基準等の法令に照らして，適

切に行われている。また，本校の目標に合致した取り組みとして，教員及び教育支援者の配置，教育

活動評価システムの整備が行われている。 

 現状の自己評価は適切であると判断される一方，体制としては社会の要請等を踏まえて常に改善

しなければならない。 

 


